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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 27日 (2007.3.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 条 件 の 成 立 に よ り 、 遊 技 球 を 受 け 入 れ な い 第 １ 状 態 と 、 遊 技 球 を 受 け 入 れ 易 い 第 ２
状 態 と に 変 換 す る 変 動 入 賞 装 置 を 備 え
た 遊 技 機 に お い て 、
　 前 記 変 動 入 賞 装 置 は 、
　 凹 室 を 有 す る と と も に 、 該 凹 室 の 奥 側 面 上 部 に 入 賞 口 と な る 開 口 部 を 有 す る 平 板 状 の 取
付 ベ ー ス と 、
　 前 記 凹 室 内 両 側 部 に 軸 着 さ れ 、 凹 室 内 に 嵌 入 状 態 に な る 平 板 状 の 開 閉 部 材 と か ら な り 、
　 前 記 開 閉 部 材 は 、
　 軸 部 上 部 の 開 閉 部 と 、 軸 部 下 部 の 案 内 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 開 閉 部 材 を 第 ２ 状 態 で あ る 転 倒 状 態 に 変 換 し た 際 に 、 前 記 開 閉 部 が 凹 室 内 へ 侵 入 し
て 該 開 閉 部 と 開 口 部 に よ っ て 区 画 さ れ る 入 賞 領 域 に 、 前 記 案 内 部 に よ り 案 内 さ れ た 遊 技 球
を 導 入 可 能 と し 、
　 一 方 、 前 記 開 閉 部 材 を 第 １ 状 態 で あ る 起 立 状 態 に 変 換 し た 際 に 、 前 記 開 閉 部 材 が 入 賞 口
へ の 遊 技 球 の 入 賞 を 阻 止 す る よ う に 構 成 し 、
　 前 記 案 内 部 に 壁 部 を 立 設 し 、 開 閉 部 材 が 第 １ 状 態 に お い て 、 前 記 壁 部 の 内 側 面 が 遊 技 球
の 転 動 面 と な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 に 記 載 の 遊
技 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　

と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３

と 、 該 変 動 入 賞 装 置 の 下 方 に 配 設 さ れ る 入 賞 口 と 、

前 記 入 賞 口 の 真 上 に 当 た る 前 記 壁 部 の 内 側 面 に 、 球 案 内 凹 部 を 形 成

前 記 壁 部 に 曲 率 を 持 た せ て 凹 曲 面 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２

前 記 壁 部 と し て 、 前 記 案 内 部 の 外 周 縁 に 下 側 壁 部 を 立 設 す る と と も に 、 前 記 下 側 壁 部 よ
り 上 方 に 上 側 壁 部 を 立 設 し て こ れ ら の 間 が 停 留 部 と な る よ う に 構 成 し 、
　 前 記 第 １ 状 態 に お い て は 前 記 上 側 壁 部 の 上 面 を 遊 技 球 の 転 動 面 と す る と と も に 、 前 記 第
２ 状 態 に お い て は 前 記 停 留 部 に 遊 技 球 を 停 留 可 能



の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み 提 案 さ れ た も の で あ り 、 請 求 項 １ に 記 載 の も の は 、 所 定 条 件 の 成
立 に よ り 、 遊 技 球 を 受 け 入 れ な い 第 １ 状 態 と 、 遊 技 球 を 受 け 入 れ 易 い 第 ２ 状 態 と に 変 換 す
る 変 動 入 賞 装 置 を 備 え た 遊 技 機 に お い
て 、
　 前 記 変 動 入 賞 装 置 は 、
　 凹 室 を 有 す る と と も に 、 該 凹 室 の 奥 側 面 上 部 に 入 賞 口 と な る 開 口 部 を 有 す る 平 板 状 の 取
付 ベ ー ス と 、
　 前 記 凹 室 内 両 側 部 に 軸 着 さ れ 、 凹 室 内 に 嵌 入 状 態 に な る 平 板 状 の 開 閉 部 材 と か ら な り 、
　 前 記 開 閉 部 材 は 、
　 軸 部 上 部 の 開 閉 部 と 、 軸 部 下 部 の 案 内 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 開 閉 部 材 を 第 ２ 状 態 で あ る 転 倒 状 態 に 変 換 し た 際 に 、 前 記 開 閉 部 が 凹 室 内 へ 侵 入 し
て 該 開 閉 部 と 開 口 部 に よ っ て 区 画 さ れ る 入 賞 領 域 に 、 前 記 案 内 部 に よ り 案 内 さ れ た 遊 技 球
を 導 入 可 能 と し 、
　 一 方 、 前 記 開 閉 部 材 を 第 １ 状 態 で あ る 起 立 状 態 に 変 換 し た 際 に 、 前 記 開 閉 部 材 が 入 賞 口
へ の 遊 技 球 の 入 賞 を 阻 止 す る よ う に 構 成 し 、
　 前 記 案 内 部 に 壁 部 を 立 設 し 、 開 閉 部 材 が 第 １ 状 態 に お い て 、 前 記 壁 部 の 内 側 面 が 遊 技 球
の 転 動 面 と な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 に 記 載 の も の は 、 前 記 入 賞 口 の 真 上 に 当 た る 前 記 壁 部 の 内 側 面 に 、 球 案 内 凹 部
を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 遊 技 機 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 に 記 載 の も の は 、 前 記 壁 部 に 曲 率 を 持 た せ て 凹 曲 面 と し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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と 、 該 変 動 入 賞 装 置 の 下 方 に 配 設 さ れ る 入 賞 口 と 、

請 求 項 ２
請 求 項 １

請 求 項 ３
ま た は ２



【 ０ ０ １ ０ 】
　 に 記 載 の も の は 、 前 記 壁 部 と し て 、 前 記 案 内 部 の 外 周 縁 に 下 側 壁 部 を 立 設 す る
と と も に 、 前 記 下 側 壁 部 よ り 上 方 に 上 側 壁 部 を 立 設 し て こ れ ら の 間 が 停 留 部 と な る よ う に
構 成 し 、
　 前 記 第 １ 状 態 に お い て は 前 記 上 側 壁 部 の 上 面 を 遊 技 球 の 転 動 面 と す る と と も に 、 前 記 第
２ 状 態 に お い て は 前 記 停 留 部 に 遊 技 球 を 停 留 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 遊 技 機 に よ れ ば 、 次 の よ う な 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
　 即 ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 開 閉 部 材 が 第 ２ 状 態 で あ る 転 倒 状 態 に 変 換 し た
際 に 、 開 閉 部 が 凹 室 内 へ 侵 入 し て 該 開 閉 部 と 開 口 部 に よ っ て 区 画 さ れ る 入 賞 領 域 に 、 前 記
案 内 部 に よ り 案 内 さ れ た 遊 技 球 を 導 入 可 能 と な る 一 方 、 開 閉 部 材 の 案 内 部 に 壁 部 を 立 設 す
る こ と に よ り 、 開 閉 部 材 が 第 １ 状 態 で あ る 起 立 状 態 に 変 換 し た 際 に 、 壁 部 の 内 側 面 で 遊 技
球 を 転 動 さ せ る こ と を 可 能 と な る の で 、 多 機 能 で 新 規 な 開 放 構 造 の 開 閉 部 材 を 有 す る 変 動
入 賞 装 置 を 構 成 す る こ と が で き 、 遊 技 の 興 趣 を 高 め る こ と が で き る 。

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 の 効 果 に 加 え て 、 壁 部 の 内 側 面 に 凹 部 を
形 成 す る こ と に よ り 、 よ り 効 果 的 に 遊 技 球 を 下 方 の 入 賞 口 へ と 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 案 内 部 に 立 設 し た 壁 部 に 曲 率 を 持 た せ て 凹 曲 面 と し た
こ と に よ り 、 転 動 面 と な る 壁 部 の 内 側 面 に お い て 遊 技 球 が 往 復 揺 動 す る の で 、 球 見 せ 時 間
を 長 く す る こ と が で き る と と も に 、 往 復 揺 動 が 次 第 に 小 さ く な っ て 遊 技 球 が 中 央 に 集 ま り
易 く な る 。 し た が っ て 、 入 賞 に 対 す る 期 待 感 が 高 ま る と と も に 、 遊 技 の 興 趣 を 高 め る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
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請 求 項 ４

３

　 ま た 、 変 動 入 賞 装 置 の 下 方 に 入 賞 口 を 配 設 す る こ と に よ り 、 壁 部 の 内 側 面 を 転 動 す る 遊
技 球 を 該 入 賞 口 に 誘 導 す る 機 能 、 即 ち 、 い わ ゆ る セ ン タ ー ケ ー ス の ス テ ー ジ の よ う な 機 能
を 有 し 、 遊 技 の 興 趣 を 高 め る こ と が で き る 。

請 求 項 ２ 請 求 項 １

請 求 項 ３



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 状 態 に お い て は 上 側 壁 部 の 上 面 が 遊 技 球 の 転 動 面
と し て 機 能 す る と と も に 、 第 ２ 状 態 に お い て 上 側 壁 部 と 下 側 壁 部 と の 間 の 停 留 部 に 遊 技 球
を 停 留 さ せ 、 第 １ 状 態 に 変 動 し た 際 に 停 留 さ れ て い た 遊 技 球 を 変 動 入 賞 装 置 の 下 方 に 配 設
し た 入 賞 口 へ 向 け て 一 気 に 流 下 さ せ 、 保 留 装 置 の よ う な 役 割 を 果 た す こ と が で き る 。 し た
が っ て 、 入 賞 に 対 す る 期 待 感 が 高 ま る と と も に 、 遊 技 の 興 趣 を 高 め る こ と が で き る 。
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請 求 項 ４
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